
2区　出土遺物　図版22

．　臣．艶
’・＼

198

199

200

201

185

194

202

203

204

206

207

208

亡二．L二

■∴竺；ず
．　　　　」



図版23　2区　出土遺物
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2区　出土遺物　図版24
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図版25　2区　出土遺物
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木材樹種　図版26
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ふ　 り　が　な ふりがな コ　 ー　 ド
北　　 緯 東　　 経 調査期間 調査面積 調査原因

所収 遺跡名 所 在 地 市 町 村 遺跡番号

壱丁 田遺跡

し　まねけんいずも　し
島根県出雲市

白枝 町
3240 3 W 121 35度21分49秒 132度44分8秒

20 04090 3
？

20 07030 9

2，000扇
出雲市駅
前白枝線
街路事業

所収 遺跡名 種　　 別 主 な一時代 主 な 遺構 主 な遺 物 特 記 事項

壱 丁田遺跡 集落跡 縄文時代～近世

旧河由

自然流路

縄文後期中津式

弥生土器、石器

縄文時代後期前半から人間の
生活が営まれている。弥生中期
後半には幅約50m の旧河道が西

土塀 土師器
へ流れていた。河道の埋没にあ

たり、弥生土器や木製品が溜まっ

集石遺構 土製支脚
たようである。その後、中世ま

でに数基の自然流路ができ、須

井戸 軒丸瓦 恵器や土師器が埋没している。
中世以降になって、安定した陸
地になっている。
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